
















現状と課題

平和なまちをつくる施策
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　現在、戦後世代が増加する一方、戦争体験者は高齢化し、戦争の悲惨

さ・平和の尊さが風化しつつあります。本市は、昭和20年8月14日、終

戦の前夜に日本本土で最後の空襲を受け、多数の犠牲者を出し、県内唯

一の戦災指定都市となりました。このことを心に刻み、戦争の悲惨さと

平和の尊さを語り継ぐなど、非核平和都市宣言の趣旨に基づき、各種事

業を行い、恒久平和の実現を図る必要があります。

平和展




